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霜霜霜   月月月   

By 濱 博一 
 本欄担当は、書くと約束をしてくれるのですが…。締め

切りは過ぎて行き…。今月も代筆で失礼致します。 
 

 本欄の担当である瀧本氏の趣味溢れる記事を

お楽しみにされている方々には、このところ毎

度の代筆で、申し訳ありません。私も比較的多

趣味な方ではありますが、彼のような徹底追求

型趣味志向を持ち合わせていないため、ついに

ネタも尽きてしまいました…。 

 今月は止む無く、本ニュースレターの裏話な

どを少し。あたかも編集後記のようになります

が、ご容赦ください。 

 本ニュースレターは、ボランティアのレギュ

ラー陣と、ご好意でご寄稿頂ける方々のお力で

発行し続けることができています。全国で出

逢った方々と情報交換の場となればとの思いも

ありますが、何よりも毎月の締め切りにも、丁

寧にご対応頂けるご好意が無ければ成り立つも

のではありません。 

 今まで６０数回を数えた長期連載の１コー

ナーをご担当いただいてきましたＳさんが今月

から一身上のご都合でリタイヤされました。親

しみあるテーマからも人気を集めていたコー

ナーで大変残念なのですが、全くの好意に甘え

ている状態ですので、こちらから一切のご無理

を申し上げることはできず、他のコーナーの方

にもご協力を頂き、急遽紙面を変更して今月号

をお届けできることとなりました。 

 編集と言う業務の目に見えぬ陰の力を垣間見

る思いがしています。紙面発行が仕事ではあり

ませんので、まぁプロから見ると、かなり融通

を利かせさせていただく「甘え」の多いレベル

に過ぎ無いのですが…。 

 非営利の紙面ですので、ご寄稿という形で応

援をいただけることが何よりのお力添えとなり

ます。引き続き、宜しくお願い致します。 

TAKI no TAWAGOTO 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

能登島にて 

by hama 

がんばれ！東北がんばれ！東北がんばれ！東北   

負けるな岩手・宮城！負けるな岩手・宮城！負けるな岩手・宮城！   
岩手・宮城内陸地震 

風評被害対策勝手連プロジェクトに賛

同します！！ 

 ６月発生した岩手・宮城内陸地震の

被災者の皆様に心より、お見舞い申し

上げます。 

 さて、この震災は専門家の緊急調査

で、これまでに無いほど被災地区が

狭い範囲に限定されていることが明

らかになりました。東北の殆どの地

域・観光地は全く無事です。 

 にも拘らず連日の報道により、広域

災害と誤解され、旅行のキャンセル・

予約が入らない状況が既に東北全域に

及んでいるようです。被災周辺地域

への風評被害は、経済復興の最大の

障害であり、被災地をフォローする周

辺地域に対して余りにも冷酷です。ど

うか冷静な情報収集と判断をお願いい

たします。（濱） 



濱
の
つ
ぶ
や
き 

『 

馳
せ
る 

』 
 

 

 

客
人
と
し
て
招
か
れ
、
お
料
理
を
頂
戴
し
た
後
「
ご
馳
走
さ
ま
」

と
言
う
。
か
つ
て
、
他
家
に
お
風
呂
を
借
り
た
際
に
も
「
ご
馳
走

様
で
し
た
」
と
礼
を
言
っ
て
い
た
こ
と
も
思
い
出
す
。 

 

何
故
料
理
や
風
呂
を
頂
く
こ
と
に
「
馳
走
」
の
文
字
を
当
て
る

の
か
、
長
く
不
思
議
で
あ
っ
た
。 

 

仕
事
で
超
一
流
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
や
料
亭
の
総
料

理
長
に
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。
本
来
、
こ
ち
ら
の
勝
手
な
都

合
に
対
応
い
た
だ
く
義
理
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
方
々
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
多
忙
を
極
め
る
中
、
ど
の
方
々
も
み
な
、
実
に
丁

重
な
ご
応
対
を
頂
い
た
。 

 

わ
ず
か
数
時
間
の
た
め
に
、
い
ず
こ
も
特
別
室
を
ご
用
意
頂

き
、
茶
菓
の
接
待
を
賜
っ
た
。
あ
る
料
亭
手
作
り
の
和
菓
子
の
、

そ
れ
は
そ
れ
は
深
い
味
わ
い
の
あ
っ
た
こ
と
。
帰
り
の
際
、
我
々

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
お
見
送
り
を
頂
い
た
方
。
そ
の
立
ち
姿

の
美
し
さ
。
い
ず
れ
も
忘
れ
難
い
。 

 

一
見
の
、
そ
れ
も
客
と
し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
取
材
に
、
こ

こ
ま
で
お
も
て
な
し
を
頂
く
と
は
、
全
く
予
想
だ
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
超
一
流
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
そ
の
所
以
を
実
体

験
し
拝
見
し
た
思
い
が
す
る
。 

 

あ
る
大
学
教
授
か
ら
、
「
も
て
な
し
と
は
『
以
っ
て
成
す
』
こ

と
で
あ
る
」
と
伺
っ
た
。
何
を
以
っ
て
、
何
を
成
す
の
か
。
し
か

も
当
て
付
け
・
お
し
つ
け
で
な
く
、
極
自
然
体
で
。
こ
こ
に
日
本

と
言
う
国
が
持
つ
、
人
と
人
と
の
出
逢
い
、
接
遇
に
対
す
る
哲
学

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

た
っ
た
一
度
の
出
逢
い
は
、
し
か
し
長
い
想
い
出
と
な
る
こ
と

 

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
、
「
ま
ち
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
三
日
間
、
玄
関
と
一
～
二
間

部
屋
を
大
勢
の
人
に
開
放
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ま
れ

た
と
。
普
通
の
ひ
と
な
ら
、
親
戚
縁
者
か
ら
の
依
頼
で

も
春
秋
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
お
願
い
に
「
い
い
で
す
よ
」
と
応

え
て
く
れ
た
お
宅
が
三
十
軒
あ
る
地
域
が
あ
り
ま
し

た
。
掛
川
市
横
須
賀
地
区
で
す
。
遡
る
こ
と
十
年
前
。

こ
の
と
き
か
ら
あ
の
、
『
遠
州
横
須
賀
街
道
ち
っ
ち
ゃ

な
文
化
展
』
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

お
話
は
さ
ら
に
十
年
余
、
時
計
を
戻
し
た
昭
和
六
十

二
年
九
月
に
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
『
遠
州
横
須
賀
倶

楽
部
』
が
発
足
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。
こ
の
倶

楽
部
は
、
大
須
賀
町
（
当
時
）
に
ヤ
オ
ハ
ン
が
進
出
す

る
と
い
う
構
想
の
対
抗
実
行
部
隊
と
し
て
創
部
し
ま
し

た
。
研
究
メ
ン
バ
ー
の
中
心
だ
っ
た
商
工
会
青
年
部
を

核
に
、
農
家
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
行
政
マ
ン
も
巻
き
込

ん
で
「
近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
無
理
だ
か
ら
、
城
下

町
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
！

合
言
葉
は
遠
州
横
須
賀
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス!!

」
と
四
十

七
・
人
で
旗
揚
げ
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
始
め
た
の
で

す
。 

 

そ
れ
は
ま
ち
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
精
神
的
支
柱
で

あ
る
三
熊
野
神
社
を
使
っ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
朝
市
の

実
施
、
自
分
た
ち
自
身
が
ま
ち
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
た

め
の
『
観
歩
記
（
み
て
あ
る
き
）
』
や
『
寺
子
屋
』
な
ど

な
ど
。
無
名
だ
っ
た
郷
土
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
平
成

元
年
～
七
年
ま
で
『
牛
（
ギ
ュ
ウ
）
と
喰
わ
ざ
ぁ
～
会
』

な
る
牛
の
丸
焼
き
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
大
須
賀
の
名
は
そ
こ
そ
こ
知
ら

れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
が
「
何
か
が
・
足
り
な
い
」

と
い
う
思
い
が
部
員
に
は
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
街
道
活
性
化
事
業
へ
の
県
補
助
金
創
設
の

情
報
を
得
て
「
街
道
全
体
を
美
術
館
化
す
る
催
し
」
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
目
指
し
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
に

近
い
試
み
と
し
て
。
「
会
場
を
借
り
る
難
関
」
は
、
冒
頭

の
住
民
の
言
葉
で
あ
っ
さ
り
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
民
の
み
な
さ
ん
が
異
口
同
音
に
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、

「
あ
ん
た
ら
倶
楽
部
が
や
る
こ
ん
な
ら
使
い
な
い
。
い
つ

も
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
く
れ
て
る
で
」
だ
っ
た
の
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
活
動
と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
で
み
つ
め
て
く
れ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
だ
、
と
い
う
事
を
、
こ
の
文
化

展
は
実
証
し
て
く
れ
た
の
で
す
。 

が
あ
る
。
実
際
に
逢
っ
て
い
る
時
間
よ
り
も
長
く
、
心
の
中
に
「
あ

の
と
き
」
の
感
覚
を
繰
り
返
し
味
わ
い
、
時
を
経
て
も
な
お
寄
り

添
っ
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
も
ら
え
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
感
動
的
な
出
逢
い
・
接
遇
の
瞬
間
の
為
に
、
事
前
に

ど
れ
だ
け
の
準
備
と
修
練
が
必
要
で
あ
る
か
。 

 

一
度
き
り
、
た
っ
た
数
時
間
の
お
茶
席
の
た
め
に
、
席
の
お
題
に

推
敲
を
重
ね
、
お
招
客
の
好
み
に
想
い
を
巡
ら
せ
、
し
つ
ら
え
に
季

節
の
味
わ
い
を
滲
ま
せ
る
。
亭
主
（
ホ
ス
ト
役
）
の
気
働
き
は
如
何

ば
か
り
か
。
そ
し
て
身
は
、
し
つ
ら
え
や
料
理
の
手
配
の
た
め
に
、

馳
せ
走
り
廻
る
…
。 

 

客
人
か
ら
発
せ
ら
れ
る
「
ご
馳
走
さ
ま
」
の
言
葉
に
は
、
こ
の
一

会
の
た
め
に
人
知
れ
ず
馳
せ
走
り
廻
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て

「
私
は
感
じ
取
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
」
と
謝
意
を
込
め
た
も

の
に
違
い
な
い
。
そ
れ
も
た
っ
た
一
言
に
。 

 

水
の
如
き
淡
交
の
中
に
、
実
は
相
手
の
想
い
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
し
た
寄
り
添
い
が
隠
さ
れ
て
い
る
美
学
。
そ
れ
が
脈
々
と
息

づ
く
現
代
の
職
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
誇
り
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
清
清
し
さ
に
触
れ
ら
れ
た
。 

 

仕
事
で
あ
る
か
ら
で
き
る
の
で
は
な
い
。
仕
事
で
あ
っ
て
も
で

き
て
い
な
い
現
場
が
余
り
に
も
多
す
ぎ
る
現
実
を
診
れ
ば
、「
で
き

て
い
る
」
こ
と
の
有
難
き
凄
さ
を
実
感
で
き
よ
う
。
超
が
つ
く
ほ
ど

の
一
流
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
。 

 

目
の
前
に
出
さ
れ
た
一
品
に
だ
け
、
直
接
目
に
見
え
た
部
分
に

だ
け
評
価
を
下
す
浅
は
か
さ
。
そ
の
陰
に
は
隠
さ
れ
た
、
直
接
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
「
馳
走
」
の
数
々
が
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
想
い

を
馳
せ
ら
れ
る
ひ
と
で
、
あ
り
続
け
た
い
。 

寄
稿
『
ま
ち
づ
く
り
を
み
つ
め
る
目
』 

 

遠
州
横
須
賀
倶
楽
部
広
報
奉
行 

横
山
忠
志 

 
  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

(

よ
こ
や
ま
た
だ
し
ょ 

ま
ち
の
広
報
マ
ン
が
、
記
事
の
ネ
タ

に
な
れ
ば
、
と
飛
び
込
ん
だ
倶
楽
部

で
、
い
つ
の
間
に
か
広
報
奉
行
を
務

め
て
は
や
二
十
年
余
。
掛
川
市
在
。

四
十
九
歳
。) 



 音楽スタジオを２０年以上やっていると、時代を流れている音に触れるチャンス

が多くあります。俗に、好景気の時には暗い歌が流行り、景気の悪い時は明るく希

望の持てる歌が流行ると言われます。音楽が景気に左右されるのかと言えば定かで

はありません。しかし、時代を作っていく音はあります。 

 機材の発達や海外ミュージシャンとの交流からも新しい音は出来ていくのでしょ

うが、メロディーやフレーズを作り上げていくセオリーは今も昔も変わりません。 

 最初は単音で作られるメロディー・フレーズに、「コード」という和音を伴奏に

加え、その曲のおおまかな感じを作ります。「コード」は数十種類の和音がありま

すが、その和音の持つ響きの特性や役割によって３種類に大別されています。 

 「トニック」と呼ばれるコードの種類は、その曲の基本になる和音。通常、メロ

ディーはこのコードから始まって、このコードに帰ってきます。 

 「ドミナント」という種類は、トニックに戻ってくるために使うコード。メロ

ディーを作っていくうちに迷いや方向を見失ったときに元へ戻るための繋ぎとして

欠かせない役割を果たします。 

 もうひとつは、「サブドミナント」という種類で、これはトニックへもドミナン

トへも行けるコードです。ちょっと雰囲気を変えたい時や、まだ続きそうな雰囲気

を維持するのにも役立ちます 

 それでもまだ、楽曲全体のイメージや雰囲気を伝えきることは出来ません。 

 そこに、新しい息吹を吹き込んでいくのが「アレンジヤー」の存在です。編曲者

ともいわれます。 

 楽曲のイメージやテーマを伝えるために、どんな楽器を加え、どのように演奏さ

せ、また簡単な和音に複雑な音を足して緊張感や安心感を出したり、時には演奏者

に心の持ち方までもアドバイスをします。 

 お座なりのアレンジは、聴衆だけでなく演奏者の心も掴むことは出来ません。 

 常に時代のニーズに合った楽器や奏法を学んでいるスキルが求められますし、優

れたアレンジャーは時代を先取る敏感なアンテナや、流行を作り出すアイデアを発

想する力があります。 

 今ある商品が売れない・認知されない、新商品の企画が進まない・纏まらないと

きにはアレンジャーの目線がヒントになるかも知れません。 

 新しい組み合わせ、異業種からの発想、何かを加える、よく聞く“フレーズ”で

すが、これらは全てアレンジの領域なのだと思います。 

 基本になるメロディーやフレーズを作り出すのが得意な人と、そこからアレンジ

を発想する人は必ずしも同じとは限りません。 

 今までメロディーばかり作らせようとして停滞していた人が、アレンジャーとし

て開花することもよくある話。 

 そいういスキルを持つ隠れた人材を探すのに音楽は適した材料になります。 

 
 前回は４つのモチベーションリソース（モチリソ）、即ち組織型、職場

型、生活型、仕事型の中で、その中核を担うのは仕事型であるという話を

しました。今回は、この仕事型モチリソをそうやって刺激すればいいのか

について述べます。 

 仕事型モチリソを考えるためには、２つの側面に分ける必要がありま

す。一つは「仕事の結果と周辺」に属するもの。具体的にいえば、仕事か

ら得られる金銭や地位などの報酬。また、その事への家族の喜びや仕事の

環境。もう一つは「仕事それ自体」にやどる仕事の意味です。 

 前者の「仕事の結果と周辺」は、その原資が枯渇し始めており、うまく

機能しなくなってきています。注目すべきは後者の「仕事それ自体」にや

どる仕事の意味です。 

 具体的には、仕事の目的、仕事のプロセスから得られる発見、仕事のプ

ロセスでの工夫の余地、仕事における裁量権、仕事の結果に対する自己評

価、仕事の足跡、仕事をすることによって個人の中に蓄積できる知識・技

術・人脈、仕事に対する社会・顧客・上司・組織からのフィードバック。

こういったものが「仕事それ自体」にやどる仕事の意味です。 

 組織というものは、上に立つ人の言動に大きく影響されます。上に立つ

人が日々の会話の中に、自らの「仕事それ自体」にやどる仕事の意味の体

験を語ると、メンバーは自らも「仕事それ自体」にやどる仕事の意味を求

めるようになります。 

 そして、メンバーの「仕事それ自体」にやどる仕事の意味を日々聞き出

すように心掛ければ、職場の中ではこの手の会話が頻繁に交わされるよう

になります。こうなると、仕事型モチリソが常に刺激される職場となりま

す。 

 上に立つ人が、常に仕事の結果のみを求める職場。上に立つ人が、何も

求めず自由放任の職場。上に立つ人が、仕事以外の話しかしない職場。上

に立つ人が、常に仕事の目的と、そのプロセスでの工夫、発見、自己評価

などを求める職場。この違いが職場の風土とメンバーの育成に大きな影響

を与えます。 

 モチベーションは、コミュニケーションによって喚起され、触発され、

増幅していきます。メンバーそのものをマネジメントするのではなく、職

場の中でのコミュニケーションをマネジメントする。仕事型モチリソを刺

激することを意識して会話をすることが、職場の風土改革やメンバーの成

長スピードアップを促進します。一度お試しあれ。 

『モチベーションについて考える（その４）』 

(株)アスリック プロジェクト推進部  五十嵐 政信 

『 アレンジヤー的発想 』 

合同会社アイアイシー 山田 浩市 



が、野球で鍛えた心身がそれを許さなかったようだ。 

 さて、下山だ。 

 砂走りと言って、殆どまっすぐに転がり降りてく

るような下山道だ。砂埃がひどい。細かい火山れきが

靴の中に侵入してくる。マスク、靴カバーが欠かせな

い。 

 下りは膝に負担がかかる。塚田は膝に痛みが出たらしく、何と後ろ向きで

下山を続ける。真似てみるとこれが結構具合がいい。影島は杖を操りながら

ジグザグに下がっていく。 

 我高級作業靴の具合がどうもおかしい、ゴム底がはがれ始めているでは

ないか、これはちとまずい。加えて膝がガクガクし始めた。上りより下りが

しんどいとよく言われるが、事実だった。ただ、空気は濃くなっていくので

呼吸の苦しさはもちろんない。山小屋ごとでの休憩もそこそこに先を急ぐ。

五合目から出る帰りのバスは16時だ。おー、五合目の駐車場が見えてきた。 

 その頃、急に雲行きが怪しくなる。雨が降り始め、遠くに雷も聞こえてく

る。リュックに合羽はない。この天気なら大丈夫だと下に置いてきてしまっ

ていたのだ。それほどひどくはなるまいと思いつつ、下山を続ける。 

 靴のゴム底は半分取れ、足はがくがく、服は汗と雨でたっぷりと水分を含

んだ。「おい、まだかよー」と言ったところで誰も答えてくれるわけで無し、

「間違いなく五合目に近づいていることは事実だ」と言い聞かせ、砂走りの

中に足首まで埋まりながら、かかとでブレーキをかけるように足を運ぶ。 

 雨は上がり、雷も聞こえなくなった頃、ようやくお茶屋に着いた。ここで

最後の休憩を取った。時間にそれほど余裕はない、残りの林間道を下り、五

合目の登山口に到着。これでもう降りなくて済む。 

 16時のバスに乗ろうとバス停に向かうが、16時はなく17時だという。

それはまずい、娘の誕生日の食事会に間に合わない。そこにタクシーがうま

い具合に来た、車を停めてある宮口までの料金を聞くと3人で割るとバスよ

りも安い。ありがたい。 

 16時に五合目を発ち、車－新幹線と乗り継ぎ、なんと浜松のわが家に

18:30に着いた。すごい達成感だ。でもまた登りたいという気持ちになるに

は、時間が掛かりそうだ。 

 その後3日間富士山登山の苦しみが続くことになる。足の痛みと首の日焼

けの痛さとの闘いが待っていたのだ。（おしまい） 

『富士の国から ～大魔神のたび～ 富士登山 その３ 』 

静岡県観光局 溝口 久    

 そろそろ涼しくなってきたので長袖にする。八合目に向かう。 

 手の届くところに頂上は見える。横を見れば雪渓だ。青空が澄み渡ってい

る。周囲は絶景、でもこちらは顔もゆがみ疲労困憊。登山道脇で腰を降ろし

ている人が増えてくる。当初の途中で下山する計画が、ここまで苦しいと

「今後登頂することはまず無理になるな」との思いと、「この苦労を無為に

してしまうのは、あまりにもったいない。何が何でも登頂してやろうじゃな

いか」に変わってきた。 

 生活倉庫の堀之内九一郎氏の言った「プールの水をスプーンで汲み出す

覚悟はあるか」を思い出す。一歩の積み重ねでしか物事を達成できないから

と気分を奮い立たせ、重い足を引きずり出した。 

 ここまで来ると同行の三人のペースに差が出てく

る。最も若い塚田は、どんどん見えなくなっていく。

富士登山の経験のある影島は股関節の痛みを訴え、

「先に行ってください」と言う。道に迷うことはな

い、しかも携帯はつながる。「頂上で会おう」個々が

自分のペースで登り続けることになった。 

 八合五勺を過ぎると岩が多くなり、斜面が急になってくる。この辺りから

調子が出てきた。薄い空気に体が慣れてきたからだろう。次々に「お先に」

と九合目の鳥居を横目に、岩だらけになった所をよじ登るように上を目指

した。 

 突然目の前に狛犬が現れ、その先に鳥居が現れた。

残された気力と体力を振り絞り、13時少し前に登頂

達成。 

 もう登らなくて済む。 

 塚田から携帯に電話が入っていた。彼は15分ほど

前に着いていた。これから「お鉢めぐり」という火口

一周コースが用意されているが、そこまでの気力も

体力も時間も無く、まずは登頂達成記念の写真を

撮ってもらい、一休み。影島の姿がまだ見えない。 

 そろそろ下山しようかと思っていたところに杖を

ついた彼が現れた。途中で下山したかと思っていた


